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1. 序論 

 脈絡膜新生血管（CNV）は脈絡膜網膜疾患において、視力低下につながる合併症である。特にタ

イプ1新生血管は加齢黄斑変性において最も頻度が多く、網膜色素上皮下の病的血管新生を特徴と

する (Freund KB et al. 1993)。タイプ1新生血管の頻度は今後も増えることが予想されており、こ

れらに関連する診断ツールや治療法の検討は非常に重要である。現在のタイプ1新生血管を診断す

るゴールドスタンダードは蛍光眼底造影検査（FA）と光干渉断層計（OCT）の組み合わせである

（Jung JJ et al. 2014）。しかしながら、FAは静脈内に造影剤を投与するため侵襲性があり、アナ

フィラキシーショックなどの危険性もあるため、“来院毎”のように頻繁に検査をすることはできな

かった。 

 近年血流動態を捉えて画像化する OCT アンジオグラフィーが開発された（Spaide RF et al. 

2015）。OCT アンジオグラフィーは速い操作で非侵襲的に血管を描出することができるため、FA

の代用として期待されている。しかしながら、アーチファクトなどにより新生血管を OCT アンジ

オグラフィーで描出できない症例もあり、OCTアンジオグラフィーの有用性については明らかでは

ない。そこで、OCTアンジオグラフィーの感度について国際多施設共同研究として検討し現在の診

断ツールとしての位置づけについて検討した。 

2. 方法 

Comparison of Optical Coherence Tomography Angiography to Fluorescein Angiography for 

the Imaging of Type 1 Neovascularization （COFT-1スタディ）は後ろ向き国際的多施設共同研

究である。まず各施設（アメリカ・フランス計5施設）においてタイプ1新生血管と診断された100

例 115眼がマスクされていない評価者の元に集められた。それらの症例は全てOCTアンジオグラ

フィー（Optovue RTVue XR Avanti）と1週間以内のFA・OCTが施行されている。評価者（2名）

がFA・OCTをゴールドスタンダードとしてタイプ1新生血管以外の症例（10例10眼）を除外し

た。残る105眼において、OCTアンジオグラフィーにおけるタイプ1新生血管の特徴、FA画像と

の比較が評価者により行われた。 

また、マスクされた別の検者（2名）が、FA画像のみ、OCTアンジオグラフィー画像のみ、OCT

アンジオグラフィー＋OCT 画像の計 3 パターンにおいて新生血管の有無を判定し、それぞれの感



度を調べた。カッパ検定を行い、検者間の一致度についても検討した。 

 

3. 結果 

 対象となった92例105眼は平均年齢73.1 ± 11.7歳、49眼 （46.7%）は過去に光線力学的療法、

抗血管内皮増殖因子（抗VEGF）薬などの治療を受けていた。平均 logMAR視力は 0.44 （20/55 

Snellen視力）であった。 

 OCT アンジオグラフィーにおける新生血管の形態は、71 眼 （67.6%）が tangled pattern、5

眼 （4.8%）が filamentous pattern、残る29眼 （27.6%）は新生血管を同定することは困難であ

った。丈の高い網膜色素上皮剥離（PED）、低いシグナルストレングス（信号強度）、そして治療歴

が無い症例は新生血管の検出を妨げる因子であった（それぞれp < 0.05）。また、新生血管を認めた

76眼のうち、15眼 （19.7%）はFAにて造影剤の leakageや stainingがないところにOCTアン

ジオグラフィーにて新生血管を認めた。 

 FAとOCTの組み合わせをゴールドスタンダードとした場合のタイプ1新生血管の検出感度につ

いては、FAのみ66.7％、OCTアンジオグラフィーのみ66.7％、OCTアンジオグラフィー＋OCT 

85.7％であった。それぞれの検者間の一致率はmoderate～goodであったが、OCTアンジオグラフ

ィーのみ、OCTアンジオグラフィー＋OCTの一致率はFAのみよりも有意に高かった（それぞれ

p < 0.05）。 

4. 考察 

今回の検討より、OCTアンジオグラフィー＋OCTの組み合わせはFAのみ、OCTアンジオグラ

フィーのみよりもタイプ 1 新生血管の検出が優れていることが明らかになった。これは、OCT ア

ンジオグラフィー＋OCTがタイプ1新生血管の非侵襲的な診断に有用であり、FAの必要性を減少

させる可能性があることを示唆する。更にOCT アンジオグラフィーは FA よりも検者間の一致率

が高かったが、これはOCTアンジオグラフィーの解釈における再現性が高いことを意味する。OCT

アンジオグラフィーはFAと比較してより客観的な解釈が可能となり得る。 

また、OCT アンジオグラフィー画像において 27.6％で新生血管の同定が不可能であり、丈の高

いPEDはそれに最も強く影響する因子であった。PEDはOCTのシグナルを減弱させるため新生

血管の描出が困難になる。また、中間部透光体の混濁や固視不良はシグナルストレングスを低下さ

せる。さらに、興味深いことに治療歴のない場合は新生血管の同定が困難な傾向にあったが、それ

は治療歴が浅いため新生血管が成熟していないためであると考えられた。 

FA との比較においては、OCT アンジオグラフィーで新生血管を認めた 76 眼のうち、15 眼 

（19.7%）はFAにて造影剤の leakageやstainingがないところに新生血管を認めた。偽陽性であ

った可能性も否定はできないが、FAでは描出されない活動性の低い血管がOCTアンジオグラフィ

ーで描出され得る可能性が示唆される。現在のところそういった病変に治療が必要か否かは明らか

ではないため、今後の臨床経過をたどる必要がある。また、FAで leakageを認めた部位でのOCT

アンジオグラフィーでの特異的な所見は認めなかった。それゆえ、病変の活動性の評価においては

OCTアンジオグラフィーには限界があることに留意すべきである。 



しかしながら、本研究はレトロスペクティブな検討であり、また OCT アンジオグラフィー画像

はマスクされていない評価者が選定したためバイアスがかかる可能性がある。また、本研究は当初

よりタイプ1新生血管と診断されていた症例を対象としたため、特異度を評価することは困難であ

った。今後はそれらの点を改善してOCTアンジオグラフィーの有用性の検討が必要になるだろう。 

最後に本研究の結果、OCTアンジオグラフィー＋OCTの組み合わせは非侵襲的にタイプ1新生

血管を診断し、治療経過観察においても有用な方法となり得ることが示唆された。 
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